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沼　 田　 中　 学　 校 
　 　 所 在 地　 　 〒３ ７ ８ －０ ０ ５ ３ 　 　 沼田市東原新町１ ８ ０ １ 番地１  

 　 　 電話番号　 　 ０ ２ ７ ８ －２ ３ －１ １ １ ６ 　 　 Ｆ Ａ Ｘ 　 ２ ２ －９ ８ ５ ６
　 　 校 長  名　 　 富田　 孝
 
Ⅰ　 学校の経営 
１ 　 学校の教育目標 【 美し い心  高い知性  強い身体 を 磨く 生徒】  
 
２ 　 経営方針 
( 1) 【 子ど も が輝く 学校】（ 目指す学校像）        【 子ど も を 輝かせる 教師】（ 目指す教師像）  
　 　 ・ 子ど も が「 学びたい」 と 思う 学校           ・ 社会人と し ての優れた識見を 有する 教師
 　  ・ 保護者が「 学ばせたい」 と 思う 学校         ・ 幅広い視野を も ち学び続ける 教師
　 　 ・ 地域の方が「 応援し たい」 と 思う 学校       ・ 豊かな人間性と ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ力を 有する 教師
( 2)  本年度の重点目標　  
　 　 『 自律と 尊重』 　 「 自ら 考え 、 判断し 、 行動する 」 こ と 、「 違いを 理解し 、 他者を 尊重する 」 こ

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と に視点を あてた教育活動の推進
 
３ 　 本年度の重点施策 
( 1) 質の高い教育活動の推進に向けた組織的な校務運営と 教職員の資質向上〔 沼田市･先生の日〕〔 沼田市教志塾〕  
　  ・ 主任等の指導助言、 連絡調整機能の充実と 、 全教職員での共通理解・ 共通実践 
　  ・ 参観ウ ィ ーク や人事評価制度、 研修履歴等の活用によ る 、 職員個々の職能成長( Ａ 訪問、 Ｂ 訪問
　  　 （ 他校参観を 含めて）、 県教委( 教育セン タ ー) 研修、 市教委研修( 言向和平) 　 等の活用)  
　  ・ 特別な配慮を 必要と する 生徒への意図的・ 組織的・ 計画的な指導の工夫 
　  ・ 働き 方改革と 働き がい改革の推進（ 教育の目的に照ら し 合わせて、 業務の効率化と 働き やすい  
     職場（ 教職員が助け合い、 自ら 学び合う 職場） づく り を 目指す）  
( 2) 自他を 大切にし 、 思いやり と 規範意識を も っ た「 豊かな心」 の育成〔 児童生徒の命を 守り ､育て る 指導〕〔 沼田市SNSルール〕  
    ・ 生徒の生活上の課題を 踏ま えた、 道徳の授業改善と 道徳教育の充実
   ・ 自ら 考え行動する 取組への支援と 取組の価値付けによ る 、 自己有用感・ 自己肯定感の醸成 
   ・「 凡事徹底」「 脚下照顧」「 知行合一」 の励行と 自己を みつめ生き 方を 考える 意識の向上 
   ・「 人間関係形成」「 社会参画」「 自己実現」 を 視点と し た特別活動の充実 
   ・「 沼田中学校SNS利用ルール」「 SOSの出し 方に関する 教育」 等によ る 、 自他を 尊重し 、 命を 守り
　 　   育てる 教育の充実
( 3) 培う 資質･能力の明確化と 主体的・ 対話的で深い学びによ る「 確かな学力」 の育成〔 わく わく ス ク ール沼田〕  
　  ・ 指導と 評価の一体化によ る 、 生徒の一人一人の実態を 踏ま えた指導の工夫 
   ・ ねら いの明確化と ねら いの達成につながる 学習活動( I CT機器の活用等) の工夫 
   ・ 思考力の育成を 図る ため、 思考ツ ールを 活用し た授業づく り や各教科等で身に付けた資質･能力
     を 生かし た探究的な学習（ 総合的な学習の時間「 ぬま た未来創造学」） の充実を 図る 。  
   ・「 き く （ 聞く （ 聴く ）、 訊く ）、 利く 、 効く 」 こ と を 大切にし た授業づく り  
   ・ 言語力の育成に向けた教育活動の充実（「 よ むYOMUワ ーク シート 【 読む力】」 の活用、「 読書活 
   　 動」 の推進、「 三大文学賞」 への挑戦【 書く 力】）  
   ・ ペアや小集団等、 学習形態の工夫によ り 、 見方や考え方を 深めたり 、 広げたり する 授業実践　  
     （【 対話】 と 【 交流】 を 生み出す授業づく り ）  
( 4) 特別な配慮を 必要と する 生徒への教育支援の充実 
   ・ 特別支援学級に在籍する 生徒へのき め細かな支援（ 担任、 教科担当、 教育支援員の連携）  
   ・ 通常学級に在籍する 特別な支援を 必要と する 生徒への指導体制の充実（ 自校通級及び巡回型通 
     級によ る 管内の中学校に在籍する 生徒に全校体制で指導にあたる 仕組づく り ）  
( 5) 生涯にわたって運動に親し む基盤と なる 「 健やかな体」 の育成〔 教育部活〕  
   ・「 体力向上プラ ン 」 を 活用し た、 学校課題の解決に向けた取組の充実 
   ・ 主体的に自己の体力向上や技能習得に取組むための、 保健体育の授業や体育的行事の工夫 
   ・ 部活動地域展開（ 地域と の連携・ 移行の在り 方） について、 各部の状況を 踏ま えた推進 
   ・ 健康的な生活の実践に繋がる 、 専門委員会活動、 学校保健委員会等の実施 
( 6) 安全で安心な居場所づく り と 、 潤いのあ る 学習環境の整備〔 セーフ ティ 沼田〕〔 小中連携〕  
   ・ 生徒の危機予測回避能力の育成と 職員の危機管理・ 安全管理の徹底 
   ・ 熱中症、 各種感染症、 食物ア レ ルギー等に対する 理解と 全校体制によ る 指導や対応の徹底 
   ・ 健康的な心身の育成に向けた生活習慣の見直し （ 食事、 睡眠、 Ｓ Ｎ Ｓ の利用等）  
   ・ 学び舎への愛着を も てる よ う 、 温かみのある 教室環境や花と 緑のあ る 校内環境の整備 
   ・ 合同引き 渡し 訓練( 地震想定) や不審者対応訓練の実施によ る 、 実践的な安全教育の推進 
( 7) 地域の次代を 担う 人材の育成を 視野に入れた地域と 学校の連携・ 協働〔 ぬま た未来創造学〕  
   ・ コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールの推進によ る 地域と 連携・ 協働し た指導体制の構築 
   ・「 学校運営協議会」 と 「 地域学校協働本部」 と の連携・ 協働によ る 教育活動の推進 
   ・「 ９ 年間で目指す児童・ 生徒の姿（ Ｒ ６ ）」 に基づく ９ 年間の育ちを 見通し た生徒の育成 
   ・「 ぬま た未来創造学」 に基づく 総合的な学習の時間の実施によ る 郷土を 愛する 心の醸成 
( 8) 学校統廃合を 見通し た教育活動の推進と 各種組織等の見直し  
   ・ 令和９ 年度の沼田東中学校と の統合を 踏ま えた生徒同士の交流活動の推進 
   ・ 令和12年度ま での学校統合を 見通し て、 各種組織の見直し や統合に向けた具体的な動き につい  
     て、 当該学校や市教委と の連絡調整を 実施 
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Ⅱ　 校内研修の推進 

 １ 　 研修主題及び設定の理由
 

～研  修  主  題～ 
主題　 主体的・ 協働的に課題解決に取り 組み、 積極的に地域社会に参画し よ う と する 生徒の育成 

　 　 　 副主題  ～「 ぬま た未来創造学」 における 探究的な学習の実践を 通し て～

生徒の実態との関わり  指導の在り方との関わり  
・ 地域のこ と を 深く 知ら ず、 地域の人・ も ・ 総合的な学習の時間において、 地域の人

の・ こ と と 、 主体的な 関わり ができ て い 　 ・ も の・ こ と を 活用し た学習があ ま り で
ない。  　 き ていなかっ たり 、 探究の過程を 踏ま え

・ 見通し を も っ て 、 学習に取り 組むこ と が 　 た学習が教師主導で進めたり する こ と が
でき ていない生徒が多い。  　 多かっ た。  

・ 昨年度ま での校内研修を 通し て 、 学び合 ・ 昨年度の校内研修では、 思考ツ ールを 生
　 いの場で思考ツ ールを 使っ て 考え たり 、 　 徒に使わせる こ と はでき たが、 思考ツ ー
　 それを 基に友達に自分の意見を 伝え た り 　 ルを 基に学びを 深めたり 、 考えを 練り 上
　 でき る 生徒が増えてき た。 　 げたり さ せる 指導には課題が残っ た。

 

 ２ 　 研修内容・ 方法　  
( 1) 具体化し た目指す生徒像 
　 身近な人々や社会、自然と の関わり の中から 自ら 課題を 設定し 、探究的な見方・ 考え方を 働かせ、
主体的・ 協働的に課題を 解決し 、 地域社会と の関わり の中で、 自己にでき る こ と を 考え、 自分にで
き る こ と を 進んで取り 組も う と する 生徒 
 
( 2) 具体化し た目指す生徒像を 達成する ための共通実践する 手立て  
・「 ぬま た未来創造学」 の考えを 基に、 総合的な学習の時間の全体計画・ 年間指導計画を 探究的な

学習の過程を 重視し ながら 見直し 、 単元配列表、 単元計画を 作成する 。  
・ 対話・ 交流場面において、 思考ツ ールを 活用する 。  
・「 参観ウ ィ ーク 」 を 計画的に実施し 、 教師同士の学び合いを 行い高め合っ ていく 。

 

 ３ 　 研修計画・ 経過報告　 ＜裏面＞

 

 ４ 　 こ れま での研修の成果と 今後の取組 
○成果 
・ 地域の人・ も の・ こ と を 活用し 、 探究の過程を 踏ま えた単元計画を 作成し 、 授業実践を 積み重ね
　 たこ と で、 生徒が地域に主体的に関わり 、 課題解決の見通し を も っ て学習に取り 組める よ う にな

 　 っ てき た。
・ 対話・ 交流場面において思考ツ ールを 活用し たこ と で、 生徒が一人一人の考えを 大切にし ながら
　 話し 合っ たり 、 焦点化し た対話を 行っ たり する など 、 協働的に学習に取り 組める よ う になっ てき

 　 た。
 〇課題

・ 生徒が地域課題を 自分事と し て捉え、 必要感や切実感を も っ て課題解決に取り 組める よ う な探究
　 課題と の出会わせ方、 授業者の発問や支援の仕方等を さ ら に考えていく 必要があ る 。  
・ 生徒の評価や限ら れた授業時間内で活動内容に深ま り を も たせる ための指導方法に難し さ があっ
　 た。  
○課題解決に向けての今後の取組 
・ 各探究の過程における 指導方法についての成功事例を 全体で共有し 、 授業者の指導力向上を 図る
　 と 共に、 学習内容を 整理・ 精選し て、 総合的な学習の時間の全体計画、 年間指導計画を 見直し て
　 いく 。
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　 ３ 　 研修計画・ 経過報告　　 　　 　　 　　 　　
月  　 日 研修計画 [ 内容 ] 経過報告 [ ○研修の 視点 ]

４ ／７ ( 月 )  本年度の 研修計画の 方向性  ○沼田中学校と し て の 「 ぬま た 未来創造学」

全体会①   　 の 内容の 検討  
   ○研修主題、 副主題、 方法の 検討

資質向上研修① 学校保健に 関する 研修（ 区分 : エ） ○食物ア レ ルギ ー対応の 仕方に つい て の 確認
４ ／９ （ 水）  研修主題に つい て ○研修主題の 決定

推進委員会①

４ ／28( 月 )  研修内容･方法等の 共通理解 〇研修主題、 副主題の 確認  
全体会② ○研修計画の 立案
５ ／８ ( 木 )  群馬 大 学附 属中 学校と の 情 報交 〇群馬大学附属中学校の 研修担当職員・ 沼田

推進委員会② 換 　 市教育委員会指導主事と の 情報交換
５ ／19( 月 )  今後の 研修の 方向性に ついて 〇群馬大学附属中学校と の 合同授業に 向け て

全体会③ ○指導主事訪問 A の 指導案形式に つい て
６ ／10( 火 ) 指導主事訪問 A ○個別の 授業改善の 視点の検証

６ ／20( 金 )  ２ 年  総合的な 学習の 時間  生方教諭  〇「 探究心を 持ち 、振り 返り で 学びを つな ぎ 、
特別研修授業 「 働く 人の思い を 知り 、 よ り よ い 　 深めら れる 生徒の 育成」 に 向け て の 総合的

  自己の 生き 方を 考え よ う ～東京 　 な 学習の 時間の 授業提案  
  旅行、 職場体験を 通し て ～」

７ ／７ ( 月 )  研修の 方向性の 確認  〇指導主事訪問Ａ を 終え て の こ れか ら の 研修
全体会④ 　 方法の確認

７ ／29( 火 )  小単元２ の 単元計画の 検討 〇小単元２ の 単元構想、 単元計画案に つい て  
推進委員会③ ○沼田市教育委員会指導主事か ら の 指導・ 助

　 言を 基に し た 小単元２ の 単元計画の 検討

８ ／21( 木 )  群 馬大 学附 属中 学 校と の 合 同 授 〇合同授業の 指導案検討  
推進委員会④ 業の 指導案検討会 ○生徒に つい て の 情報交換

８ ／26( 火 )  小単元２ の 単元計画の 方向性 ○小単元２ の 単元計画の 方向性の 確認  
推進委員会⑤

８ ／27( 水 )  小単元２ の 単元計画の 確認 〇小単元２ の単元計画の確認  
全体会⑤

９ ／１ ( 月 )  群 馬大 学附 属中 学 校と の 合 同 授 〇合同授業の 指導案検討
推進委員会⑥ 業の 指導案検討会

９ ／12( 金 )  ２ 年　 総合的な 学習の時間  ○群馬大学附属中学校の 生徒と の タ ブ レ ッ ト

合同授業 篠崎教諭・ 鈴木教諭・ 生方教諭  　 の 接続確認  
清水教諭・ 戸部教諭  ○群馬大学附属中学校の 生徒と 沼田中学校の
「 働く 人の思い を 知り 、 よ り よ い 　 生徒同士の 情報交換  
  自己の 生き 方を 考え よ う ～東京  
  旅行、 職場体験を 通し て ～」

９ ／22（ 月）  指導主事訪問Ｂ の 指導案検討会 〇 指 導 案 に 基 づ く 授 業 計 画 の 説 明 ・ 授 業 計

全体会⑥ 　 画の 検討

９ ／29（ 月）  メ ン タ ー研修（ 区分 : ア ）  ○ Canva の 使用方法、 授業への 展開  
資質向上研修②

10／２ ( 木 )  ２ 年  総合的な 学習の 時間  生方教諭  〇「 探究心を 持ち 、振り 返り で 学びを つな ぎ 、

特別研修授業 「 働く 人の思い を 知り 、 よ り よ い 　 深めら れる 生徒の 育成」 に 向け て の 総合的

  自己の 生き 方を 考え よ う ～東京 　 な 学習の 時間の 授業提案   
  旅行、 職場体験を 通し て ～」

10／３ ( 金 )  ２ 年  総合的な 学習の時間  〇群馬大学附属中学校の 生徒が 、 実現し た い

10／６ ( 月 )  篠崎教諭・ 鈴木教諭・ 生方教諭  　 未来に 向け て 自己の 生き 方を 見つめ 直し 、

10／10( 金 )  清水教諭・ 戸部教諭・ 瀧澤教諭  　 自ら の 探究を 深め て いけ る よ う な 授業提案
合同授業 「 働く 人の思い を 知り 、 よ り よ い 　 に 向け て の 交流授業  

  自己の 生き 方を 考え よ う ～東京

  旅行、 職場体験を 通し て ～」

10／20( 月 )  指導主事訪問 B の 指導案検討  ○授業計画の 確認  
全体会⑦ 授業検討会の 進め 方に ついて ○参観の視点・ 授業検討会の 進め方に つい て
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沼 田 南 中 学 校 

所 在 地  〒３７８－００１５  沼田市戸鹿野町７２６番地 
    電話番号    ０２７８－２３－５５５７ ＦＡＸ ２２－９８５７ 
    校 長 名    田村  学 
 
Ⅰ 学校の経営 
１ 学校の教育目標 
 〈基本目標〉人間尊重の精神を基盤に､地域や国際社会に生きる自覚を高め､心豊かで逞しく活力ある生徒を育成する。          
  〈具体目標〉「英知」 知性を磨き，創意を生かして考える生徒 「礼節」 秩序を守り，感謝と思いやりをもつ生徒 

             「強健」 心身を鍛え，明るく活動する逞しい生徒 

 〈スローガン〉自己を磨き、他に尽くす 尽くされたら感謝の気持ちを表そう   
２ 経営方針 
(1) 確かな学力の育成を目指す指導の充実 
(2) 豊かな心と自主性・主体性を育てる指導の充実 
(3) 心身の健康増進と体力の向上 
(4) 生徒指導態勢・特別支援教育の充実 
(5) 家庭や地域、関係機関との連携・協働の充実 
３ 本年度の重点施策 
(1) 確かな学力の育成を目指す指導の充実   
・学習指導要領に基づく確実な教育課程の編成、実施、評価、改善 

 ・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進及びカリキュラムマネジメントの充実 
 ・育成すべき資質・能力を明確にした内容や時間のまとまりを見通した単元や題材の構想 
 ・単位時間における「めあて」「見通し」「学び合い」「振り返り」「評価項目」を意識した各教科の
「見方・考え方」を働かせる学習活動の充実 

 ・丁寧な教材研究や互いの授業を見合う授業研究等による指導力の向上 
 ・授業と家庭学習を関連付けた学びのサイクルの充実 
 ・各教科等の目標に迫る１人１台端末等のＩＣＴ環境を効果的に活用した学習指導の工夫 
 ・読書活動の充実と図書室の環境整備及び家庭での読書推奨【家族で本を読みましょう】 
(2) 豊かな心と自主性・主体性を育てる指導の充実 
 ・道徳教育推進教師を中心とした指導体制の充実及び全教育活動を通した豊かな心と実践力の育成 
 ・「考え・議論する」道徳の時間の質的な充実に向けた指導の工夫 
 ・ボランティア活動等を通して、自ら行動しようとする態度の育成を目指した福祉教育の充実 
・思いやりのある言動をとる生徒を育むための人権教育の充実  
・生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重し、力強く生き抜こうとする心を育てる指導
の充実（「ＳＯＳの出し方に関する教育」プログラムの活用）【児童生徒の命を守り、育てる教育】 

(3) 心身の健康増進と体力の向上 
 ・学校保健委員会を中心とした心の健康，食育の推進及び感染症対策の徹底 
 ・体力向上プランを踏まえた教科体育を核とした運動やスポーツに対する関心や意欲の向上 
 ・目標に向かって自主的・主体的に粘り強く取り組む生徒を育成するための部活動の充実【教育部活】 
 ・生徒の危険予測・危険回避能力を高めるための実効的な安全教育の推進【セイフティ沼田】 
(4) 生徒指導態勢・特別支援教育の充実 
 ・生徒指導・教育相談委員会を核とした迅速な情報共有による組織的・計画的な生徒指導態勢の推進 
 ・「よさを認め、励ます」場面を意図的に設定することによる「自己有用感」「自己肯定感」の高揚 
 ・いじめ事案に対する法に基づく適切な対応及び不登校支援を含めた未然防止、組織的・計画的な対応

の充実 
 ・・ＳＳＳルールの活用を中心とした情報モラル教育の充実と家庭への啓発活動の推進・【市ＳＳＳルール】 
 ・「個別の教育支援計画・指導計画」を基にした「合理的配慮」を意識した教科指導の推進 
(5) 家庭や地域、関係機関との連携・協働の充実 
 ・学校・学年だよりやホームページ、Ｈ＆Ｓによる情報提供の充実 
  ・家庭学習の習慣化を図る指導の工夫と家庭との連携による自律した学習者の育成 
  ・ふるさとに誇りや愛着をもち、郷土愛を育む教育の充実【ぬまた未来創造学】 
  ・小中連携による各教科等の学びの連続性を意識した教育課程編成の推進 
 ・自分の生き方を見つめ、夢や希望を育むキャリア教育の推進 
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Ⅱ 校内研修の推進 

１ 研修主題及び設定の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研修内容・方法  

(1) 具現化した目指す生徒像 
学習課題を自分事として捉え、自分の意見や疑問をもって対話することを通して、主体的に課題を追究し解決しようと 

する生徒 

(2) 具体化した目指す生徒像を達成するための共通実践する手立て 
・生徒が主体的に学習に取り組めるよう、生徒が意見や疑問をもちながら探究することのできる学習課題の設定を工夫す

る。 

・生徒が自分の考えを深めたり確かめたりするために、対話ツール等を活用しながら課題を追究できるようにする。 

・生徒が対話の中で「訊く」ことを通して課題を追究できるよう、教師がファシリテーターとして意見を引き出せるよう

にする。 

 

３ 研修計画・経過報告 ＜次ページ＞ 

 

４ これまでの研修の成果と今後の取組            

○成果 

・「学び合いキーフレーズ」を校内研修の中で作成し教室掲示したことで、生徒たちにも授業の中で話し合いの手立てとして

活用できるようになった。 

・違いを見つける場面、生徒にとって身近な事柄を取り扱ったテーマなどで、生徒たちの学び合いが活発に行われているこ

とが分かった。学び合いを活発にさせる場の工夫として、課題設定の重要性が明確になってきた。 

 

～研 修 主 題～ 

主題 主体的に学び合い、追究できる生徒の育成 

副主題  課題意識を高める場の設定の工夫 

 
生徒の実態との関わり 

・友達や教師の話を聞いて理解する力はついているが、分

からないところや課題に思っているところを自分から調べ

たり友達に質問したりする力を伸ばしたい。 

・協働的な学習を進める際に、どのような視点で話し合っ

たり、どのように話を進めていったりしたらいいのか分か

らない生徒もいる。 

 

指導の在り方や研修との関わり 

・話し合いの中で考えを深めていけるようにするため

に、考える視点を示したり、ヒントカードを渡したり

するなど具体的な手立てを工夫することで、生徒たち

が主体的に追究しようとする姿が見られた。 

・より生徒が主体的に学び合いを進めるために、生徒

にとって必要感のある課題を設定したり、課題を追究

できる場を整えたりする必要がある。 
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○課題 

・生徒にとって難易度の高いテーマを取り扱った時に、生徒同士での学び合いが活発に行われなかった場面が見られたため、

生徒たち自身が、何が分かっていて何が分からないのか、どうすれば気づきを与えることができるのか教師がファシリテ

ートする必要がある。 

○今後の取組 

・一人二授業の授業実践を通して、どのような場面で教師のファシリテートが効果的に機能していたのかを分析していく。 

副主題の「場」について 

場…生徒が課題を追究するために、自分の意見をもったり、調べたり、友達と話し合ったりする場のこと 

 

３ 研修計画・経過報告 

指 は、指導案検討  授 は、研究授業・授業研究会 

月日 

 

研修計画［内容］ ［○研修の視点（上段） 

・明らかになったこと（下段）］ 

4.3 

 

・昨年度までの研修経過の確認 

（推進委員会） 

・研修主題、課題、内容、計画の決定 

○前年度の反省・課題の確認と今年度の方向性の話合い 

・昨年度からのテーマを引き継ぎつつ、昨年度よりも焦点

を絞り、課題追究についての研修を進める。 

4.11 

5.12 

5.26 

・研修主題、課題、内容、計画の共通理解 

・指導主事訪問Ａに向けて（指導案の様式等） 

・授業公開の計画 

〇研修のテーマについての見直し 

・研修のテーマ、手立てが明確になり、教員間で共有する

ことができた。各自の授業で実践していく。 

6.5 ・指導主事訪問Ａ 〇校内研修の進め方についての見直し 

・各自の授業実践を公開し、互いに授業を見合って学び合

うことができるようにしていきたい。 

 6.16 

 

 

・ＮＲＴ分析 

・一人二授業の実践に向けて 

・指導主事訪問Ａの反省 

〇研修主題に向けた手立てが実践できているか 

・話し合いで生徒の意見を引き出すファシリテーターとし

ての役割を意識して授業実践を行っていく必要がある。 

6 ～

11月 

・全体会で内容について共有する 〇研修主題に向けた手立てが実践できているか 

・話し合いの際に生徒たちが使える「学び合いキーフレー

ズ」を作成し、掲示することができた。 

8.27 

 

10.20 

・職員研修（学校評価アンケート分析①） 

・指導主事訪問Ｂに向けて  

・指導案検討会 指 

〇研修主題を実践できる授業になっているか検討する。 

・指導案検討と模擬授業を通して、全教諭で確認すること

ができた。課題意識を高める工夫、生徒の意見を引き出

す工夫を丁寧に確認した。 

11.13 ・指導主事訪問Ｂ授 〇分析と考察 

・主体的に学習するためには、相手意識をもたせるなど生徒にと

って必要感のある課題設定の重要性が明らかになった。また、

自分の考えをもたせたり意見を引き出したりする教師のファ

シリテートの在り方を研究する余地があることが分かった。 
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11.25 ・指導主事訪問Ｂの振り返り ・課題設定の工夫を研究し、生徒にとって身近で自分事と

して考えられるような課題設定を工夫していきたい。 

1.19 ・学校評価アンケート分析② ・教諭間で課題と成果を共有し、次年度につなげていく。 

2.16 ・次年度の検討 〇分析と考察 

3.16 ・次年度の確認 〇研修の反省と課題 

５ 資質向上研修 

月日 研修計画〔内容〕 実施内容 

区分 講師 

4.11 カ 特別支援研修 特別支援 CO． 通級についての理解を深め、支援を必要とする生徒に対

してどのような支援ができるのかを考える。 

4.11 ア 学力向上研修① 学力向上 CO． 授業参観ウィークについて（互いの授業実践を見合う） 

4.28 キ 服務規律 教務主任 生徒指導上で守るべき服務規律について 

4.28 ク メンター研修（全 3 回）  学級経営、部活動顧問、生徒指導などの手法の情報交換 

6.30 エ 救急救命法講習 利根沼田広域消防本部 心肺蘇生法、熱中症で倒れた生徒への初期対応について 

7.15 キ 服務規律 市教委管理主事、総務係 服務規律確保に向けて、児童生徒性暴力について 

10.20 キ 服務規律 第３学年 個人情報の紛失・盗難について 

12.8 キ 服務規律 第２学年 事例から学ぶ公務員の義務について 

1.19 キ 服務規律 第１学年 生徒への不適切な行為について 

〈職員一覧〉 

職 名  氏 名 職 名  氏 名 

校 長  

教 頭  

教 諭  

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

      〃（学校間連携） 

田 村  学 

山中 英史  

吉川 洋之  

町 田  実  

平井 美千代  

津久井 仁美  

男沢 紗代  

松井 恒俊  

本多 真美  

藤倉 寛明  

小嶋 博子  

綿貫 諒太  

櫛 渕  悠  

渡辺 訓史  

樋口 建斗  

本田 祐子  

教 諭  

〃 

養 護 教 諭  

事務長代理  

 教  諭 (学校間連携) 

初任研後補充  

支  援  員  

〃 

〃 

用  務  員  

事 務 補 助 員  

心 の 相 談 員  

スクールカウンセラー   
スクールソーシャルワーカー  

部活動指導員 

登坂 遙羽  

清 水  昭  

金子 芽生  

片 野  恵  

林  徹 志  

尾崎 和子  

林  祥 子  

小野 綾希  

高橋 泰子  

工藤 信悦  

萩野 慎也  

有坂  由紀子  

相原 英子  

松岡   一明  

中 島  務  
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沼 田 西 中 学 校 

 
  所 在 地  〒３７８－００３１  沼田市薄根町３５８０番地 
    電話番号    ０２７８－２２－３０５５ ＦＡＸ ０２７８－２２－９８５８ 
   校 長 名    平形 隆正 
 
Ⅰ 学校の経営 
１ 学校の教育目標 
【学校教育目標】「高い知性、温かい心、たくましい体をもつ生徒の育成」 

 《目指す生徒像》○向学･･･自ら学ぶ生徒 ○礼節･･･思いやりのある生徒 ○進取･･･挑戦する生徒 
  《目指す学校像》･･･生徒が心から「通いたい」と思える開かれた学校 
  《目指す教師像》･･･熱意、誠意、愛情のあふれる教師 
 
２ 経営方針 
(1)学校教育目標、重点目標の実現を目指し生徒とともに全職員で組織的・協働的に取り組む。 
(2)生徒がエージェンシーを発揮し学び合いを通して課題解決に取り組むなど、満足感や達成感、成就感を得られ

る学習や生活の場の充実を図る。 
(3)ＰＴＡや学校運営協議会、地域と一体となった特色ある学校づくりを推進する。 
(4)安全・安心な教育活動を基盤とする信頼される学校づくりを実現する。 
(5)職員一人一人のよさ、思いやアイディアを活かした学校経営の充実と風通しのよい職場づくりを推進する。 
 
３ 本年度の重点施策 
【本年度の重点目標】 

  主体性と学び愛・支え愛の創造 ～大きな声であいさつ・返事！笑顔あふれる西中にしよう～  
(1)「高い知性」の育成 【沼田市・先生の日】【ぬまた未来創造学】 
  ①西中「授業のスタンダード」に基づく、「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業づくり 
②生徒がエージェンシーを発揮し自ら課題解決に取り組めるよう、自分で決定し他者と交流しながら試行錯誤
するなど、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な推進 

③読解力向上のための「よむＹＯＭＵワークシート」の計画的な活用と積み上げ実践 
④「家庭学習の手引き」に基づく各教科担当による働きかけ、家庭と連携した家庭学習の一層の充実 
⑤生徒一人一人の多面的な理解に努め、個々の生徒の困り感に寄り添い、個に応じた支援を充実（特別支援教
育の推進） 

(2)「温かい心」の育成  【ぬまた未来創造学】【沼田市ＳＮＳルール】 
  ①道徳的な価値を自分との関わりで深められるような、多面的・多角的に考えられる交流場面などを設定した

「考え議論する」道徳科授業の推進 
 ②生徒相互の支え合いによりお互いを大切にする学級経営、教室環境・言語環境の整備を通した温かい雰囲気

づくりなど、常時指導を基盤とした自他を大切にする人権教育の推進 
  ③「時を守り、場を清め、礼を正す」など基本的生活習慣の充実を図る日常的・継続的・組織的な指導の推進   
  ④地域を愛し親しむ心、地域を誇りに思う心の育成 
⑤生徒会活動を中核とした生徒主体のいじめ防止活動の推進といじめの早期発見・早期解決に対応できる職員
の協働体制の構築 

⑥インターネット利用について、「知る」「育てる」「整える」を踏まえ、「自分・友情・未来」を守るため
に「沼田市ＳＮＳルール」を理解し、生徒主体の西中生徒会ＳＮＳルールの改善を通して、正しく賢く利用
するための知識と意識を高められるようにする。 

⑦ＳＣやＳＳＷ、関係機関等と連携した教育相談体制の整備と生徒に寄り添う心の教育の推進 
(3)「たくましい体」の育成  【教育部活】【命を守り、育てる教育】 
  ①「体力向上プラン」に基づく教科体育を核とした運動への意欲と体力向上を図る取組の促進 
  ②「心・技・体」の調和、生徒の主体的な取組や礼儀等の人間的成長を重視した教育部活の実践 
  ③全教育活動を通した命を大切にする態度と健康で健全な心身の育成 
  ④生徒会専門委員会や学校保健委員会を活用した望ましい生活習慣の定着を図るための取組と健康管理の推進 
(4)安全で安心な環境整備  【セイフティ沼田】【幼小中連携】【命を守り、育てる教育】 
①学校安全マニュアルに基づく実効性のある避難訓練や職員研修を通した安全管理・危機管理の充実 
②地域の人的・物的資源の積極的な活用など家庭・地域との連携・協働による教育活動の推進 
③食物アレルギーや感染症対策等に関する全教職員の共通理解と協働体制の充実 

 ④小学校と連携した規律正しい生活習慣の確立等による生徒の健康安全の増進 
(5)高い専門性を活かした愛情あふれる指導の推進 【提案型・課題解決型の職員集団の構築】 
 ①確認（職員が考え、管理職が承認）・連絡（情報の共有）・報告（進捗状況の管理職への報告）による職員

一人一人の思いやアイディアを活かした取組を推奨 
  ②人事評価制度、各種研修、同僚性を活かした職員の職能成長・指導力向上を図る取組の充実 
  ③多忙化解消に向けた業務改善・意識改革の推進と部活動の適正な運営及び地域展開に向けた準備の継続実践 
 ④困ったときに弱音を吐いたり、頼ったり、相談したりできる生徒と職員との信頼関係の構築と全ての生徒の

成長を支える日常的な職員による生徒の積極的な認知や賞賛の励行 
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Ⅱ 校内研修の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１  研研修修主主題題及及びび設設定定のの理理由由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～研研  修修  主主  題題～～ 

主題 自己の考えを深め、表現できる生徒の育成 

 

副主題 各教科における思考の可視化と共有後の発問の工夫を通して 

 

 

生生徒徒のの実実態態ととのの関関わわりり 

・思考を可視化し、共有や整理を行うことで生徒自身

も自分の意見を言語化し、表現できるようになって

きた。 

・思考を可視化し、共有することはできたが、その可

視化したものから更に考えを広げたり、深めたりす

るという段階までには至らないことがあった。 

・自分の考えをまとめたり再構築したりするのに時間

がかかったり、まとめ方が分からなかったりする生

徒が見られたので、まとめる等の表現する力をさら

に伸ばす必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

指指導導のの在在りり方方ととのの関関わわりり 

・教師が思考の可視化の仕方や、思考ツールの活用法

についてより多くの方法を考えることができてい

る。その中で課題設定の工夫や教材の工夫、活動の

必要感をもたせるための工夫など、より充実した授

業方法を模索していく。 

・課題から、可視化した後に問い返しをしたり、新た

な視点を与えたりすることに重点を置くことが、考

えを広げたり深めたりすることに有効なのではな

いかと考える。 

  

 

 

 

 

 

 

 

２２  研研修修内内容容・・方方法法    

(1)具体化した目指す生徒像  

・各教科の特性に応じた方法で、自他の考えを共有し整理することを通して、自分の考えを表現することができる生

徒 

(2)具体化した目指す生徒像を達成するための共通実践する手立て 

・思考の共有と整理の過程で、各教師や教科ごとに、効果的な思考の可視化の方法を取り入れる。思考の提示方法は、

ICTをはじめ、付箋等の従来の方法も含めて効果的だと考えられるものを工夫する。 
・思考を共有した後、さらに考えを広げ深められるような発問や新しい視点を与える工夫をする。 
・授業構想シートを活用した授業づくりにより、共通実践する手立ての具体化を図るとともに、交流の形態や目的・

観点を明確にして、思考の共有と整理をする学び合いができるようにする。 

 

 ３３  研研修修計計画画・・経経過過報報告告  ＜＜裏裏面面＞＞  

 

 

 

４４  ここれれままででのの研研修修のの成成果果とと今今後後のの取取組組 

◯成果 
・昨年度から継続している思考の可視化については、ほぼ全ての授業で意識して取り入れられている。生徒も慣れて

きており、自分の考えだけでなく他の考えや意見を見て、内容の理解を深めている。 
・発問の工夫にも各授業で取り組んでおり、より授業の内容について迫っていく様子が見られた。 
◯課題 
・発問の工夫や、新たな視点を与えることについては、問い返しにより生徒の興味を引くものや、思考を深め、広げ

させるものなど、まだ工夫の余地が残っている。 
・授業内容を広げ深めることについての定義が曖昧になっている部分があり、他教科の教員からは生徒の習熟の様子

を見取ることが難しい場面もあった。 
◯課題解決に向けての今後の取組 
・可視化した後の、生徒の変容や思考の深まりを重要視したい。よって、校内研修や一人一授業の授業研究会では、

その部分を焦点化して協議し、授業内容を考えていく。 
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３３  研研修修計計画画・・経経過過報報告告 
指 は、指導案検討  授 は、研究授業・授業研究会 

月日 研修計画［内容］ 経過報告［○研修の視点（上段）・明らかになったこと（下段）］ 
4.14 全体会（第１回） 

・研修主題、研修の方向性 
・研修計画、共通実践の手立て 

○研修主題・研修内容・研修組織等について 
・研修主題「自己の考えを深め、表現できる生徒の育成」副主題「各教科にお
ける思考の可視化と共有後の発問の工夫を通して」に決定 

5.19 全体会（第２回） ◯研修の進め方について 
・校内研修の進め方についての確認 

6.9 全体会（第３回） 
・A訪問について 

○A訪問に向けて 
・当日の日程、必要なものなどの最終確認 

6.9 ２年国語 
｢短歌」 

授見城由昭教諭 
 

◯情景や感動が伝わるように、表現を工夫する。 
・グループでの交流活動の後に問い返しの発問をすることでまとめにつなが
り、思考を深めることにつながるのではないか。 

6.20 指導主事訪問A ○研修を充実させるために重要なことについて 
・授業検討会を通して今後の研修の方向性を検討 

7.7 全体会（第４回） 
指 B訪問に向けての指導案検討
① 

・情報交換及び、指導主事訪問Aでの指導・助言を受けて、今後の研修内容の
確認 

7.10 ３年理科 
「遺伝の規則
性」 

授諸田遼平教諭 
 

◯有性生殖で、子の形質が孫に受け継がれるきまりを考える。 
・確率の考え方（樹形図）を使用し考えている班を取り上げており、新たな視
点を与えることができていた。 

7.15 １年音楽 
「イメージと
音楽との関わ
り」 

授新井智子教諭 
 

◯曲に対するイメージや雰囲気はどこから生まれるのか、その根拠を考える。 
・集中して、ワークシートへの記入をしている生徒が多く、関心の高さがうか
がえた。感じたことや頭の中にあることを文字化していく作業によく取り組
んだ。 

7.17 １年社会 
「展開する天
皇・貴族の政
治」 

授阿部大地教諭 
 

◯国風文化は、なぜ唐（中国）の影響が弱いのか。 
・課題解決に向けて、興味を持って主体的に学びに向かっていた。 
・ロイロノートの提出箱で「個人」と「グループ」を作り、整理ができていた。 

9.3 ３年国語 
「フロン規制
の物語」 

授岡田秀久教諭 
 

◯文章を批判的に読み、交流を通して考えを深める。 
・ディベートで自分の考えを可視化させていた。 
・「どのような説明を行えば、説得力があるのか」の視点を問い返しで深めら
れた。 

9.3 ３年数学 
「２次方程
式」 

授小林勇太教諭 
 

◯２次方程式はどのような解法で解くのが最適だろうか。 
・生徒が発表したものに対して、生徒同士で質問することでパス回しを図って
いた。 

9.8 全体会（第５回） 
・B訪問実施方法指B訪問に向け
ての指導案検討② 

◯指導案に基づく授業改善策の検討 

9.29 全体会（第６回） 
・B訪問実施方法指B訪問に向け
ての指導案検討③ 

◯指導案に基づく授業改善策の検討 
模擬授業の実施 

10.14 ３年英語
「Program 4」 

授小林利香教諭 
 

◯ユニバーサルデザインを40語程度の英文で紹介できる。 
・グループ活動を通して改善した部分を赤字で入力させたことで、深まった部
分や変容が視覚化されてわかりやすかった。 

10.15 ３年体育 
「たとえぼく
に明日はなく
とも」 

授吉野智彰教諭 
 

◯石川正一さんの生き方から、生きることの考えを深めさせる。 
・思考ツールや画面共有などICTを有効に使えていた。 
・共有ノートを使うことで友達の考えを見ながら自分の考えを入力すること
ができる。 

10.16 指導主事訪問B ◯反比例のグラフはどのような特徴があるか 
・ICTの活用で生徒が興味をもちながら課題にせまれた。 
・グラフの特徴を生徒自ら確かめる展開で、数学的な見方・考え方で主体的に
課題に向かえていた。 

・話し合いが活発に行えており、考えを再構築する生徒も見られた。 
・発問に対して、生徒が色々な表現で考えを深められていた。 

１年数学 
「比例と反比
例」 

授田中美優教諭 

10.20 全体会（第７回） 
 

○情報交換及び、教育水準向上授業研究会の指導・助言を確認 
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・指導主事訪問Bを受けての研修
内容の検討 

11.17 全体会（第８回） ○学校内の研修の進捗状況と一人一授業の予定の確認 
11.12 ２年英語 

「Program5」 
授阿部美穂教諭 
 

◯要点をエックスチャートに整理し、キーワードを使って説明する活動を通し
て、概要を捉えることができる。 

・録音で、音の可視化をしたことでイメージが具体的になった。 
・タブレット（ロイロノート）、ヘッドセットを使った英語の特性を活かした
授業であった。 

12.9 ３年技術 
「プログラミング

による問題解決」 

授井上治男教諭 
 

◯プロロボに円を一周(机上で)描かせることができるか。 
・論理的数学的な思考も見られ、お互いで高め合う姿が見られた。 
・有効なペア学習が協力的にスムーズに行われていた。 

12.15 全体会（第９回） ○２学期の授業実践の成果と課題の確認 
1.26 全体会（第１０回） 

・今年度の成果と課題の検討 
○今後の研修のまとめ・共通理解 

2.16 全体会（第１１回） 
・来年度の研修・研修のまとめ 

○研修の成果と課題のまとめ 
○来年度の研究の方向性について検討 

3.2 全体会（第１２回） ○研修の成果と課題のまとめ 
○来年度の研修主題、副主題についての検討 

※資質向上研修 

月日 研研修修計計画画［［内内容容］］ 実実  施施  内内  容容  
区 分 講 師 

4.28 救急処置（アレルギー等）に関す
る研修 

養護教諭 熱中症、食物アレルギー、嘔吐物処理の緊急対応法 

6.24 特別な配慮を要する生徒への対
応について 

スクールカウンセラー 特別な配慮を要する生徒への対応や諸注意について 

6.30 服務規律研修① 小林勇太教諭 飲酒運転防止について 

7.7 研修動画の視聴 教頭 教職員と児童生徒との適切な関係について 
9.1 研修動画の視聴 教頭 適切な部活動運営について 
9.1 ICT活用 校長 電子黒板とデジタル教科書の活用について 
8.27 救急救命（AED）に関する研修 養護教諭 

中央消防署 
救急救命法、AEDの使用法実習 

10.6 服務規律研修② 阿部美穂教諭 わいせつ行為、児童生徒への体罰防止について 
10.20 不審者対応についての研修 安全主任／沼田警察署

生活安全課 
不審者対応について 

1.26 服務規律研修③ 吉野智彰教諭 個人情報の適切な管理について 

 ＜ 職 員 一 覧 ＞ 

職 名 氏    名 職 名 氏    名 

校 長 平 形  隆 正 教 諭 井 上  治 男 

教 頭 大 澤    誠 〃 萩 原  裕 子 

教 諭 阿 部    政 養護教諭 富 澤  彩 香 

〃 小 林  利 香 統括事務長 小 野  千代子 

〃 阿 部  美 穂 非常勤講師 金 子  真 人 

〃 新 井  智 子 〃 金 子  友 美 

〃 吉 野  智 彰 SC 清 田  和 泉 

〃 見 城  由 昭 SSW 板 坂  まち子 

〃 小 林  勇 太 部活動指導員 金 子    功 

〃 諸 田  遼 平 教育支援員 飯 塚  貞 子 

〃 阿 部  大 地 用 務 員 黒 岩  健 康 

〃 田 中  美 優 スクールサポートスタッフ 渡 邉    司 

〃 岡 田  秀 久 拠点校指導員 下 田  洋 一 
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沼　 田　 東　 中　 学　 校 
 　 　 所 在 地　 　 〒３ ７ ８ －０ ０ ０ ２ 　 　 沼田市横塚町１ １ １ ８ 番地

     電話番号　 　 ０ ２ ７ ８ －２ ２ －２ ４ ７ ２ 　 Ｆ Ａ Ｘ 　 ２ ２ －９ ８ ５ ９
 　 　 校 長 名　 　 林　 崇夫

Ⅰ　 学校の経営 
１ 　 学校の教育目標 

 　 ○　 基本目標  『 敬愛』 …　 個性を 尊重し 合い、 共に個性を 生かし 合っ て学ぶ

 　 　 　 　 　 　 　 　 『 誠実』 …　 感謝と 真心を も っ て実践する

 　 ○　 ス ロ ーガン 『 自分と 他者を 尊重し 、 自ら 判断し 行動する 　 ～明る く 、 元気に、 前向き に～　 』
 　 ○　 目指す　 　 『 自発』 …　 「 自ら 学び続け、 考え、 鍛える 生徒」

 　 　 　 　 生徒像　 『 責任』 …　 「 責任のも てる 判断、 行動を する 生徒」

 　 　 　 　 　 　 　 　 『 協力』 …　 「 知恵と 勇気を 集め、 課題を 解決する 生徒」

 　 　 　 　 　 　 　 　 『 礼儀』 …　 「 互いに気持ちの良い生活を 求め、 実践する 生徒」

 　 ◯　 目指す学校像
     　 『 楽し さ と 潤いに満ちた、 活力あ る 学校』

 ・ 楽し く 学び合える 学校【 生徒】
 ・ 働き がいのある 学校【 教職員】

 ・ 安心し て通わせたい学校【 保護者】
 ・ 応援し たい学校【 地域】

 　 ◯　 目指す教職員像
 ・ 学び続ける 教職員

 ・ 教育的愛情を も ち、 生徒に寄り 添う 教職員
 ・ 誠実かつ迅速に行動し 、 信頼さ れる 教職員

２ 　 経営方針 
 　 ( 1) 教職員の学校経営への参画意識の高揚と 組織的な企画・ 運営の推進（ 創造・ 協働・ 意思疎通）

 　 ( 2) 「 自ら 学び続け、 考え、 鍛える 生徒」 を 育むための、 授業の改善と 充実
　 ( 3) 「 責任の持て る 判断、 行動を する 生徒」 を 育むための、 健康（ 体力・ 保健・ 食育・ 安全） の増

 進
 　 ( 4) 「 互いに気持ちの良い生活を 求め、 実践する 生徒」 を 育むための、 人権教育と 道徳教育の推進

 　 ( 5) 安全で安心な学びの場づく り と 主体的に命を 守る 安全教育の推進
　 ( 6) 「 知恵と 勇気を 集め、 課題を 解決する 生徒」 を 育むための、 地域と と も にあ る 学校づく り 　 　  
３ 　 本年度の重点施策 

 　 ( 1) 教職員の学校経営への参画意識の高揚と 組織的な企画・ 運営の推進
・ 教職員の使命を 自覚し た服務規律の確保と と も に、同僚性を 高めた組織力と 専門性の向上（『 沼

田市教志塾「 言向和平」』）  
 ・ 業務の効率化や労働時間の適正化に努め、 働き がいのあ る 職場環境づく り を 推進

 　 ( 2) 「 自ら 学び続け、 考え、 鍛える 生徒」 を 育むための授業の改善と 充実
 ・ 確かな学力の定着を 目指し た活動のねら いの明確化と 、 主体的・ 対話的で深い学びの促進

 ・ 生徒の実態を 踏ま えた指導方法や指導体制の工夫・ 改善と 家庭学習の充実
 　 ( 3) 「 責任の持てる 判断、 行動を する 生徒」 を 育むための健康の増進

・ 楽し さ を 体験でき る 教科体育の工夫・ 改善と 、 家庭や地域と の連携によ る 適切な部活動の推
進（『 教育部活』）  

 ・ 食に関する 正し い知識や習慣を 身に付けら れる よ う 、 組織的な食育に関する 指導の実施
 　 ( 4) 「 互いに気持ちの良い生活を 求め、 実践する 生徒」 を 育むための人権教育と 道徳教育の推進

・ ど の生徒にも 温かい雰囲気で受け入れる 思いやり のあ る 学級づく り と 個に応じ た多様な居場
 所の確保

・ 交流活動の充実を 図り 、 教育活動全体を 通し たやさ し さ と 思いやり にあ ふれた豊かな心の育
 成

・ 生徒一人ひと り の個性の発見と よ さ や可能性を 伸長し 、 社会的資質・ 能力の発達を 支える 生
 徒指導によ る 自己指導能力の育成

 ・ 生徒の主体性を いかす生徒会活動と 学級活動によ る 自律性の育成
 　 ( 5) 安全で安心な学びの場づく り と 主体的に命を 守る 安全教育の推進

・ 教職員の危機管理意識の維持高揚と 危機管理に応じ た家庭・ 地域・ 関係機関等と の連携（『 セ
イ フ ティ 沼田』）  

 ・ 避難訓練や交通安全教室を 通じ て、 主体的に安全を 確保する ための判断力や実践力の育成
　 ( 6) 「 知恵と 勇気を 集め、 課題を 解決する 生徒」 を 育むための地域と と も にあ る 学校づく り （ 小中

 連携、 キャ リ ア教育　 等） の推進
・ 学校運営協議会と の連携、 学校情報の積極的な 発信と 地域教育資源の活用、 生徒の地域貢献

活動の実践、 地域の実情に応じ た役割分担と 連携・ 協働の推進（『 わく わく ス ク ール沼田』）  
・ 探究的な 学習（ 総合的な学習の時間・ 特別活動等） の実践によ る 、 郷土愛、 自己有用感の育

成（『 ぬま た未来創造学』）  
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Ⅱ　 校内研修の推進 

１ 　 研修主題及び設定の理由

～研　 修　 主　 題～ 
　 　 　 　 　 主題　 　 　 　  学び合い、 考えを 高め合う 生徒の育成 
　 　 　 　 副主題　 　 ～自発的な対話と 交流を 促す手立ての工夫を 通し て～

 
  生徒の実態と の関わり 指導の在り 方と の関わり

・ 昨年度の取組を 通し て、 対話・ 交流活動で ・ 自発的に対話・ 交流活動に取り 組める よ

自分の意見を 発言でき る 生徒が増えた。  う な手立ての工夫が必要である 。  
・ 自発的に対話・ 交流活動に取り 組も う と す ・ 教師が｢～さ せる ｣授業から 、 生徒が自ら

る 姿勢を 養っ ていかな ければなら ない。 ｢～する ｣授業にな る よ う な 支援の工夫が

必要である 。

２ 　 研修内容・ 方法 
 ( 1) 具体化し た目指す生徒像

・ 見通し を も っ て主体的に学習に取り 組み、 自発的な対話・ 交流活動通し て、 お互いに考えを 高

め合う こ と ができ る 。  
 ( 2) 共通実践する 手立て

・ 各教科等で学び合い、 考えを 高め合っ た生徒の姿を 具体的に示し 、 それを 元に単元や題材で生

 徒が自発的に対話・ 交流活動に取り 組める よ う な手立てを 工夫する 。

・ 教師が｢～さ せる ｣授業から 生徒が｢～する ｣授業になる よ う に各教科で手立てを よ く 吟味し 、 改

 善し ていく 。

・ 自発的な 対話・ 交流活動ができ る よ う 、 I CT機器の活用や教材等の工夫、 交流のさ せ方の工夫

 など 、 具体的な支援を 十分に検討し ながら 繰り 返し 実践し 、 よ り よ い支援に改善し ていく 。

・ 思考ツ ールを 効果的に活用し 、 協働的な学びに取り 入れていく 。

３ 　 研修計画・ 経過報告　 ＜裏面＞

４ 　 こ れま での研修の成果と 今後の取組 
○成果 
・ ｢自発的な対話と 交流を 促す手立ての工夫｣を 実践し 、有効な手立てを 積み上げる こ と ができ た。 
・ 各授業で｢魅力的な課題の設定｣と ｢発問の工夫｣を 意識し て授業を 組み立て、 生徒にと っ て必要

　 感のある 課題が設定でき る よ う に工夫する こ と ができ た。  
○課題 
・ 生徒の実態を よ く 把握し 、 生徒にと っ て本当に必要感のある 課題がど のよ う なも のなのかを 吟

　 味し ていく 必要がある 。  
・ 高め合っ た生徒の姿を よ り 具体的に想定、 提示し 、 そこ から 逆算し て授業を 組み立てていく 必

　 要がある 。  
○今後の取組 
・ 全教員が参考にでき る よ う に、 有効だっ た手立てを 教科ご と に整理し 、 一覧でま と め、 可視化

 　 する 。

 ・ 一人一授業のみでなく 、 継続し て手立てを 模索し 、 実践し ていく 必要があ る 。

・ 引き 続き ｢魅力的な課題の設定｣と ｢発問の工夫｣を 意識し て授業を 作っ ていく 必要がある 。
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３ 　 研修計画・ 経過報告 
指  は 、 指導案検討　  　 授  は 、 研究授業・ 授業研究会

月日 研修計画［ 内容］ 経過報告［ 〇研修の視点（ 上段）・ 明ら かになっ たこ と（ 下段）］

4. 14  ・ 校内研修主題の 確認  ○主題、 副主題の検討  
 ・ 指導案の 形式に つい て ・ 主題は ｢学び合い 、考え を 高め 合う 生徒の 育成｣に 決定。 
 ・ 副 主 題は 「 自 発的 な 対話 と 交 流 を 促す 手 立 て の 工夫 を

通し て 」 に 決定。  
・ 指導案の 形式の 確認

4. 28 ・ 各教科の 目指す生徒像、 ・ 目指す生徒像の 検討（ 教科部会で の 確認）  
・ 研修計画等の確認

5. 16 ・ 指導主事要請訪問Ａ ・ 授業検討会を 通し て 今後の 研修の 方向性を 検討

5. 26  ・ 年間授業予定、 組織編成  ・ １ 人１ 授業の 検討  
・ 授業者の 確認 ・ １ 人１ 授業の 授業実践に つい て

6. 20 授　 数学科　 関口教諭 ○ ロ イ ロ ノ ー ト を 活用 し て 個人 ま た は グ ル ー プ の 考え 方

　 を 視 覚化 し て 共有 し た こ と は 、 友達と 対 話 し な が ら 問

　 題解決を する 上で 有効で あ っ た か 。  
・ 身 近 な 題 材 を 扱っ た こ と で 、 グ ル ープ で の 話し 合い 活

　 動が 活発に 行わ れた 。

6. 23 授　 英語科　 林秀教諭 ○ キ ー ワ ード を 考 え グ ル ー プ で 修 正し た こ と は 、 わ か り

　 やすい 国際交流の 発表を する 上で 有効だ っ た か 。  
・ 生 徒 の 興 味 を 引く 導 入が 行わ れ て 、 興 味 を 持っ て 授 業

　 を 始め る こ と が で き た 。

6. 23 ・ 指 導 主 事 要 請 訪 問 Ａ を 受 ・ 各教科に おけ る 授業実践と ま と め  
け て の 反省と 今後の 課題 ・ 指導事項の 確認と 今後の 取組の 見直し

9. 1 ・ ２ 学期の 予定  ・ ２ 学期の 研修予定に つい て  
 指要請訪問Ｂ 指導案検討①  ・ 要請訪問Ｂ ま で の 計画の 確認  

・ 指導案の 形式、 授業構想に つい て

9. 8 指要請訪問Ｂ 指導案検討② ・ 授業の 視点と 校内研修と の 関わ り に つい て

9. 29 授　 国語科　 星野梓教諭 ○ 思 考 ツ ール を 使 っ て 思考 を 整 理 し た こ と は 主 体的に 話

　 し 合う た め に 有効で あ っ た か 。  
・ 思 考 ツ ー ル を 使う こ と に よ っ て 、 話し 合 う た め の 手 助

　 け に な っ た 。

9. 29 指要請訪問Ｂ 指導案検討③ ・ ねら い 、 指導計画、 評価項目等に つい て

10. 7 授　 英語科　 亀井教諭 ○ 修 正 を 加え な が ら ペ ア 、 グ ル ー プ 、 全体 と 段 階を 踏 　

　 ん で 活動さ せた こ と は 、身近な 人に つい て よ り 詳し く 、

　 正確に 紹介さ せる 上で 有効で あ っ た か 。  
・ め あ て が 明 確 で あ っ た た め 、 生 徒が 主 体 的 に 学 習活 動

　 に 取り 組むこ と が で き た 。

1 0 . 1 授　 理科科　 小幡教諭 ○ 本 時 の 課題 設 定 の 仕 方は 、 生徒 の 自 発的 な 活 動 （ 対 話

6 　 ・ 交流） を 促すの に 有効で あ っ た か 。  
・ 「 体 験 活 動 ～ 課 題 発 見 ～ 課 題 設 定 」 と い う 流 れ が 生 徒

　 の 意欲・ 関心と 必要感を 促せる も の と な っ て い た 。

1 0 . 2 授　 社会科　 宮内教諭 ○ 自 分 の 考え を 伝 え 合 う 活 動 に お い て 、 同 じ 立 場 の 人 と

0 　 交 流 さ せ た こ と は 、 自分 の 考 え を よ り よ く す る た め に

　 有効で あ っ た か 。  
・ 個⇒グループ⇒全体の意見共有の流れがよ かっ た。  
・ 話し 合い やすい 課題設定で あ っ た 。

11. 7 授　 音楽科　 臼井教諭 ○ 登 場 人 物の 旋 律 や表 現の 違い を 聴き 分け る 活 動に お い

　 て 、 グ ル ー プ で 意 見 を 交 流し な が ら 考 え た こ と は 、 考

　 え を 深め る た め に 有効で あ っ た か 。  
・ 導 入 を 工 夫 し た こ と で 魅 力的 な 課題設 定 が で き 、 生 徒

　 が 主体的に 取り 組むこ と が で き た 。

1 1 . 1 授　 数学科　 竹之内教諭 ○ 作 図 に 用い た 情 報を 伝え 合 う 活 動は 、 三 角 形 が 合同 に

0 　 な る た め の 条件を 見い だ すう え で 有効で あ っ た か 。  
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・ 合 同な 三 角 形 の 条 件 を 探す た め に 自由 に 作 図を さ せ た

　 こ と に よ り 、 自然と 話し 合い 活動が 生ま れ た 。

1 1 . 2 授　 国語科　 登坂教諭 ○ 和 歌 の 紹 介 対 象 を 具 体 的 に 示し た こ と は 自 発 的 な 対

1 　 話・ 交流 活 動を 促す の に 有 効だ っ た か 。  
・ 必 要 感 の あ る 課 題 だ っ た の で 、 自 発 的 に 対 話 ・ 交 流

　 活 動 を 行 っ て い た 。

1 1 / 2 ・ 指 導 主 事 要 請 訪 問 Ｂ 授 業 ・ 授業 研究 会 の 方 法、 検 討 班 に つ い て  
5 　 研究会の 方法に つい て

1 1 . 2 ・ 指導主事要請訪問Ｂ  ○ 課 題チ ェ ッ ク シ ー ト やお手 本 動 画を 活 用 し た こ と は 、

6 授　 保健体育　 星野颯教諭 　 自発的な 対話と 交流を 促すの に 有効だ っ た か 。  
・ 魅 力的 な 課 題 で 、 全 員が 自 分 事 と し て 捉 え 、 自 発的 に

　 対話・ 交流活動が 行わ れ て い た 。

12. 8 ・ Ｂ 訪問を 受け て ・ Ｂ 訪問を 受け て 、 今後の 校内研修の 方向性を 確認

1. 26  ・ ア ン ケ ート の ま と め  ・ 成果と 課題、 生徒の 変容を 確認  
・ 沼田市の 教育に つい て

2. 16  ・ 来年度の 研修に つい て ・ 来年度の 研修の 方向付け  
・ 年間指導計画・ 評価計画の 修正

※資質向上研修

月日 研修計画［ 内容］ 実　 施　 内　 容

区　 　 分 講　 　 師

4. 28 エ 学校保健に  養護教諭 ・ 救急体制、 アレ ルギー対応について  
関する 研修 久保田　 窓 ・ 熱中症対応について　 ・ 嘔吐物処理について

4/ 28 ク Ｓ Ｓ Ｗ に 関 Ｓ Ｓ Ｗ ・ Ｓ Ｓ Ｗと はなにかについて  
する 研修 清田　 和泉 ・ Ｓ Ｓ Ｗの活用の仕方について

6/ 20 イ 生徒指導に  生徒指導主事 ・ Ｓ Ｏ Ｓ の出し 方教育について

関する 研修 星野　 颯

9. 8 ア 学習指導に  教頭 ・ 学力向上に向けての取り 組みについて  
関する 研修 桒原　 伸明 ・ 各教科の振り 返り について

12. 8 ク 教 員 に 必 要 Ｓ Ｃ  ・ 生徒の心のサイ ン への寄り 添い方について  
な 素 養 に 関 廣田　 莉奈 ・ 悩んでいる 生徒、 困っ て いる 生徒への声かけの方法につ

する 研修 　 いて

職 員 キ 服務規律に  各教職員 ・ 公務外の非違行為の防止 
会議 関する 研修 ・ 児童生徒への不適切な行為の防止　 等

 
　 ＜　 職　 員　 一　 覧　 ＞

職　 　 名 氏　 　 　 　 　 名 職　 　 名 氏　 　 　 　 　 名

校　 　 長 林　 　 　 　 崇　 夫 養護教諭 久保田　 　 　 　 窓 
教　 　 頭 桒　 原　 　 伸　 明 主任事務長代理 保　 坂　 　 　 　 歩 
教　 　 諭 林　 　 　 　 秀　 紀 非常勤講師 金　 子　 　 友　 美 

〃 星　 野　 　 　 　 梓 初任研後補充 亀　 山　 　 晶　 子 
〃 亀　 井　 　 康　 平 学校教育支援員 塩　 野　 　 美　 喜 
〃 関　 口　 　 由香利 ス ク ールカ ウ ン セラ ー 廣　 田　 　 莉　 奈 
〃 登　 坂　 　 俊　 介 ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカ ー 清　 田　 　 和　 泉 
〃 星　 野　 　 　 　 颯 用 務 員 宍　 戸　 　 裕　 康 
〃 宮　 内　 　 啓　 悟 部活動指導員 新飯田　 　 光　 盛 
〃 臼　 井　 　 幸　 葉 
〃 林　 　 　 　 徹　 志 
〃 小　 幡　 　 儀　 見 
〃 竹之内　 　 　 　 隆
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池 田 中 学 校 
所 在 地  〒３７８－００７３  沼田市発知新田町５３３番地 

  電 話 番 号  ０２７８－２３－９３３０  ＦＡＸ ２３－９２７３ 
校 長 名  金井 綾子   

Ⅰ 学校の経営 
１ 学校教育目標 

【心の豊かさを求める生徒】 【技の確かさを求める生徒】 【体の健やかさを求める生徒】 
２ 学校経営方針 

スローガン：「一人一人がきらりと輝る池田中」 
(1) 目指す学校像 

・生徒が充実感をもって学校生活を送る学校 
・保護者が信頼して任せられる学校 
・地域が誇りにできる学校   

(2）目指す生徒像 
・互いのよさを認め合い、礼儀正しく思いやりのある生徒  
・自ら課題を見付け、自ら考えて積極的に学習する生徒 
・すすんで体を鍛え、心身共に健康な生徒 

(3) 目指す教職員像 
・生徒一人一人のよさを認め、夢や希望をもたせる教職員 
・常に専門性の向上を目指し、生徒の個性や能力を伸ばす教職員 
・保護者、地域、同僚から信頼される教職員 

３ 本年度の重点施策 
(1) 学校経営の充実【地域と共にある学校・学校とともにある地域づくり】 

・地域住民との協働による教育活動の充実に努め、温かく活力に満ちた学校経営の充実を図る。 
（地域との交流行事→地域との合同運動会・ふれあいマス釣り大会・文化発表会での体験教室） 

・「全職員で全生徒をみる」きめ細かな指導を通して生徒の多面的理解を図る。 
  （「指導で子どもが変わる」「子どもの姿で指導を振り返る」） 

・連絡・報告・相談を密にし、教育談義のできる明るい風通しのよい環境作りに努める。 
・人事評価制度や各種研修を活用し、職員の職能成長を図る。（学び続ける職員集団） 
・生徒と向き合う時間を確保し、より豊かな学びを生徒に届けるため、一層の業務改善に努める。 

(2) 確かな学力の育成【教師が「～させる」授業から、生徒が「～する」授業へ】 
・育成する資質・能力を明確にし、内容や時間のまとまりを意識した単元構想の工夫に努める。 
・問題解決的・探究的な学習を重視するとともに、対話や交流、試行錯誤の場面を効果的に取り入
れる等、授業改善に努める。 

・学力検査等の分析や日常の実態把握に基づく、各教科における個に応じた指導の充実を図る。 
・校内研修推進委員会とともに学力向上推進委員会を実施し、生徒の基礎学力の向上に努める。 
・家庭学習の内容や方法を工夫し、生徒が自分で考え主体的に取り組むなど「自立した学習者」の
育成を図る。 

(3) 豊かな人間性の育成【ぬまた未来創造学の推進・児童生徒の命を守り、育てる教育】 
・総合的な学習の時間を中心に「ぬまた未来創造学」を推進し、郷土のよさを理解し、郷土に愛着

のもてる人間性豊かな生徒を育成する。 
・道徳科を中心として、全教育活動を通して自他のよさを認め合うことのできる生徒の育成を図
り、温かな学校・学級作りを推進する。（全員道徳） 

・信頼関係を基盤にした生徒指導を推進し、生徒の自己肯定感や自己有用感を育む。     
・生命を尊重し力強く生き抜こうとする心を育てる指導の充実を図る。（ＳＣによる面談･授業） 
・体験的な学習やボランティア活動を通して、地域の一員としての自覚を高め、互いに協力し合お

うとする態度の育成を図る。 
(4) 体力の向上・健康増進【教育部活】 

・体力向上プランに基づき、視点を明確にした保健体育の授業や体育的行事、部活動指導を継続的
に実践することで、持久力や筋力、運動技能を高め、体力の向上を図る。 

・部活動においては、教育部活の理念に基づいた活動を行い、副顧問の配置などにより、安全確保
や技術面の向上を図る。 

・各種たよりによる啓発活動を通して、疾病治療率の向上やよりよい生活習慣の定着を図るととも
に、学校保健委員会の取組等にも関連付け、健康の増進や体力向上を図る。 

(5) 家庭・地域・小中連携【小中連携・コミュニティースクールの推進】 
・小中連携推進会議を年２回開催し、様々なギャップを取り除き、教育効果を上げるための連携を

推進していく。     
・学校運営協議会を通じて、目標やビジョンの共有を図り、さらなる連携と協働を推進する。 
・地域学校協働活動推進コーディネーターに図書室の整備や職場体験活動の支援ボランティア探し
等を依頼し、実績をつくりながら活動の活性化を図る。 

(6) 安全教育の推進【セイフティ沼田・沼田ＳＮＳルール】 
・各種避難訓練、交通安全教室等を通して、生徒自身の危機管理意識や危険回避能力を高める。 
・各学年で計画的に情報モラルについて学ぶ機会を設定したり、これまで行ってきた効果的な取組
を継続したりし、家庭と連携しながら、情報モラル教育の充実を図る。 
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Ⅱ 校内研修の推進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 研修主題及び設定の理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

～研 修 主 題～ 

主題 主体的に学び、考えを深め伝え合う生徒の育成 

副主題 各教科での「振り返り」の活用を通して 

 

  
生徒の実態との関わり 

・昨年度までの校内研修を通して、必要感を持

って意見交流し、ポイントをおさえた話し

合いのできる生徒が増えてきた。 

・真面目に授業に取り組むことはできるが、

課題解決に向けた主体的な取組には課題が

残った。 

 
 
 
 
 
 
 

指導の在り方や研修との関わり 

・各教科において、主体的に話し合い活動や課

題解決に取り組むことができるよう、振り

返りの活用を工夫する。 

・生徒自身が振り返り活動の必要感をもち、ね

ばり強く学びに向かう力を高められるよう

な授業づくりが必要である。     
 
 
 
 
 
 
 

２ 研修内容・方法  

(1)具体化した目指す生徒像  

学習活動を振り返り、自己の学びを調整したり次の学びにつなげたりできる生徒 

(2)共通実践する手立て 

・単元または単位時間ごとに「振り返り」の場面を設定する。 

・各教科において、主体的に話し合い活動や課題解決に取り組むことができるよう、振り返りの活用

を工夫する。 

・振り返りが効果的に活用できるよう、ワークシートやＩＣＴの活用等の工夫をする。 
 
 
３ 研修計画・経過報告   

 
 
 ４ これまでの研修の成果と今後の取組            
○成果 
・前時に生徒が書いた振り返りを活用して、魅力的な課題設定につなげることができていた。 
・互いに振り返りを話し合わせることで、個人の振り返りがより書きやすくなり、自らの思考を深め

ることができていた。 
○課題 
・振り返りはペア・グループ・全体または違う方法があるのか、検討が必要である。 
○今後の取組 
・引き続き「魅力的な課題の設定」につながるような有効的な振り返りの活用方法を検討していく。 
・振り返りを目的にしないように、研修主題である「主体的に学び、考えを深め伝え合う生徒の育

成」を常に意識した研修・授業実践・研究会を進めていく。 
・単元の中で本時が「どういう学びだったか」を教える側が意識して指導していく。 
  

  
３ 研修計画・経過報告             指 指導案検討  授 研究授業・授業研究会  
 月日 内    容 経過報告〔〇研修の視点、◎成果、◇研修のバトン〕 

4.9 推進委員会 〇今年度の研修主題・研修内容の確認 

4.17 

4.21 

推進委員会 

全体会① 

〇目指す生徒像の確認・研修方法の検討 

〇研修主題「主体的に学び、考えを深め伝え合う生徒の育成」 

副主題 「各教科での『振り返り』の活用を通して」 

5.7 全体会② 〇Ａ訪問の確認 

5.27 全体会③ 〇Ａ訪問の最終確認 

6.9 指導主事訪問Ａ 〇今後の研修の方向性について指導主事より助言 

6.16 全体会④ 〇Ａ訪問でも助言を受けて、今後についての確認 
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